
ミズゴマツボStenothyra japonica Kuroda，1962
は，タマキビガイ目Littorinimorpha，ミズゴマツボ
科Stenothyridaeに分類される，殻高 4 mm程度の卵型
の巻貝である．本種は岩手～秋田県～九州と朝鮮半島
南部に分布し，海岸近くの平野部の水路や水田等の軟
泥底表層や，塩分の低い汽水から淡水にまたがって見
られ，止水や緩い流水中の泥上や植物上，転石上を匍
匐するとされる（日本ベントス学会，2012）．

本種は環境省レッドリスト（環境省自然環境局野生
生物課，2020）では絶滅危惧Ⅱ類，福井県レッドデー
タブック（福井県安全環境部自然環境課，2016）では
県域絶滅危惧Ⅱ類にランク付けされている希少種であ
る．福井県における生息地として，これまでに三方五湖
の一つである菅湖（松田・石田，2010），九頭竜川河口

（福井県安全環境部自然環境課，2016）が報告されてい
る．しかし，三方五湖では菅湖以外の生息地が報告さ
れておらず，九頭竜川河口でも生息範囲は極限される
といわれている．それ以外の生息地は知られていない．

筆者は2025年12月 7 日，福井県大飯郡高浜町でミズ
ゴマツボの生息を確認したため，ここに報告する．

生息状況

2025年12月 7 日，福井県大飯郡高浜町和田の水路で
ミズゴマツボを採集した．当水路は片間川に流入する， 
幅約50cmの農業排水路である．三面コンクリート護岸
が施されているものの，底には砂泥が堆積していた． 
調査時，塩分は 0 ‰であったが，下流から上流への
緩やかな流れが見られたため，潮汐の影響を受けてい
ると考えられる．上流には「和田ビオトープ」と呼ば
れる，汽水池を含んだ湿地状のビオトープ（松井・増
田，2018）があり，その流出部に当たる水路の上流端
には，枯草の堆積している場所があった．枯草をタ
モ網で掬うと，中にミズゴマツボが少なくとも10個体
以上入っていた．その中には，殻高が低く，殻口が狭
まっていない，幼貝とみられる個体も含まれていた．
同所的にサカマキガイPhysella acuta（Draparnaud，
1805），淡水性とみられるシジミ属の一種Corbicula sp. 
といった淡水貝類が確認された．下流約100m地点お
よび水路合流部の片間川本流でも同様の調査を試み
たが，下流でカワザンショウガイAssiminea japonica 

図1．	高浜町で採集されたミズゴマツボ（高浜町和田，7-Ⅻ-2025，岡本聡真採集・保管）
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Martens, 1877，片間川でホトトギスガイMusculista 
senhousia（Benson，1842）が確認されたのみで， 
ミズゴマツボは確認されなかった．

標本

ミズゴマツボ Stenothyra japonica Kuroda，1962
福井県大飯郡高浜町和田，10ex.， 7 -Ⅻ-2025，岡

本聡真採集

考察

これまで高浜町でミズゴマツボが確認されていな
かった理由として，本種の生息環境が特異であり，こ
れまでそのような環境での調査は行われていなかった
ことが考えられる．兵庫県版レッドリスト2014（兵庫
県農政環境部環境創造局自然環境課，2014）では，兵
庫県赤穂市の水門によって河口がほぼ閉鎖された河川
での本種の生息が報告されている．河口近くのカワザ
ンショウ類が生息する辺りでは生息が確認できない
という記述は，高浜町の生息地と一致する．一方， 松
田・石田（2010）では若狭町菅湖でカワザンショウガ
イと共に本種の生息が報告されている．反対に，黒
住・岡本（1994）では千葉市の海岸から 8 km内陸の
水田で本種の生息が報告されている．以上のように本
種の生息地は局所的であることが多いにもかかわら
ず，カワザンショウガイが生息するような汽水域か
ら，ほぼ完全な淡水域まで，幅広い塩分の環境で発見
されている．調査が進めば，高浜町内の他の地区や，
福井県内の他の市町村でも新産地が見つかる可能性が
ある．冒頭で述べたように，本種は絶滅が危惧されて
おり，保全の重要性は高い．今後は新産地を捜索し，
塩分，栄養塩，底質など，様々な視点から生息条件を
特定することで，保全策を立てるための情報を揃える
ことが望まれる．
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